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1. 本誌 は､物 性 の研 究 を共 同 で促 進 す るた め､研 究 者 が その研 究 ･意

見 を自由 に発 表 し言寸諭 しあい､ また､研 究 に関連 した情 報 を速 や か

に交換 しあ うこ と を目的 と して､毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます｡描

載 内容 は､研 究 論 文､研 究 会 ･国際 会 議 な どの報 告 ､講 義 ノー ト､

研 究 に関連 した諸 問題 につ い て の意 見 ､ プ レプ リ ン ト案 内 ､ ニ ュー

ス な どてさす ｡

2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ い ては ､原則 と して審 査 を行 ない ませ

ん｡但 し､編 集 者 が本誌 に掲 載 す る こ と を著 し く不適 当 と認 め た ち

の につ いて は､ 改言丁を求 め､ また は掲 載 を拒 絶 す る こ とが あ ります ｡

3. 本誌 の掲 載 論 文 を他 の学術 雑∵誌 に引用 す る と きは､著 者 の承.諾 を

得 た Lで Private communication 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰 原稿 用紙 を使 用 し､召唯誌 のペ- ジ数 を節約 す るため

に極 力簡潔 にお書 き下 さい ｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー) 提 出 して下 さい｡

3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は Progress,Journalの投稿 規 定 に準 じ､

立体 "｢｢"､ イ タ リ ック "_ "､ ゴシ ック ""."､ ギ リシ ャ文 字 "ギ"､

花 文 字 ､大 文 字 ､小 文字 等 を赤 で指 定 して下 さい｡ 又特 に区別 しに

くい Oとaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､Cとe､ 1(ェ ル)と1(イチ)､Xと×(カケ

ル)､ uとV､ †(ダガー)と+ (プ ラス)､4･と卓と町と¢等 も赤 で指 定 し

て下 さい｡

4. 数 式 は 3行 に わた って大 き く書 い て下 さい｡

5. 1行 以 内 にお さま らない可 能性 の あ る長 い数式 等 は必 ず改 行 の際

の切 れ 目 を赤 で指 定 して下 さい ｡

6. 図 は その ま ま印刷 で きる もの (原 則 と して トレ- ス され た もの)

とその コ ピー を本 文 と別 に論 文末 尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位 置 を

本 文 の欄 外 に赤 です旨定 して下 さい ｡ 図 の締■尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡

図 の説 明 を含 め 1頁 (13×19cIぱ) 以 内 に入 らない もの ､ その ま ま印

刷 で きない図 は原則 と して著 者 に返 送 し､ 書 き改 め て いた だ きます｡

国 中 の文 字 はf古宇 にいた しませ ん｡ 図 の説 明 は別紙 に書 き､ 原稿 に

添 えて下 さい ｡

7. 投稿 後 の原稿 の訂 正 は で きるだ け避 け るよ うに して下 さい ｡

8. 別 刷 御 希望 の方 は投稿 の際 に50部 以 上 10部 単 位 で お申込 み下 さい ｡

別刷 代 は別刷 代金 表 (当会 に ご請 求 下 さい) に従 い､ 別刷 を受取 っ

て か ら 1ケ 月以 内 に納 め て下 さい｡ (垂附更切 手 に よ る受付 は い た し

ませ ん｡)

9. 原稿 締 切 日は毎 月 5日で ､原則 と して次 月発 行詰 に掲 載 され ます｡/
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お わ び

編 集 ミス に よ り44巻 は 295頁 か ら始 ま って

しまいま したので 44巻 におけ る 1頁- 294頁

はあ りませ ん ｡



物性研究 44-2(1985-5)

基研長期研究会

｢カオス とその周辺｣

(1985年3月8日受理 )

研究会報告

標記研究会が1984年 12月 13日より15日迄の3日開基研で開かれた｡以下は講演者 と題目

及び各講演者による報告 (未着分を除 く)である｡

世話人 相沢洋二,北原和夫,蔵本由紀

八幡英雄,山田知司

･べナ- ル対流系の間欠性カオス

･自由度の大きいカオス-のアプローチ

佐野雅己,沢田康次 (東北大通研 )

佐藤信一,佐野雅己,沢田康次 (東北大通研 )

･ベナ-ル対流における乱流発生の経路

･周期カオスのスペクトル構造

･間欠的カオスのスペクトル構造のスケー リング理論

･ある高次元ア トラクターの リヤプノフ特性

･生体系のカオスと情報

･神経膜レベルにおけるカオスとその分岐

･神経ネットワークモデルの秩序とカオス

･位相乱流方程式についてのコメント

･コメント*

･コメント*

･カオス多体系の統計熱力学

･カオス多体系の引き込み現象

･結合カオスにおける一様カオスの安定性

･転移モデルにおけるカオスによる拡散運動

･量子カオスと伏見関数

八幡英雄 (広大理 )

吉田 健 (九大種 )

森 肇 (九大種 )

池田研介 (京大理 )

津田一郎 (新技術開発事業団 )

合原一幸 (東京電大 ),松本 元 (電総研 )

佐藤和弘,百瀬洋一 (電通大物工 )

蔵本由紀 (京大基研 )

北原和夫 (東工大理 〉

加藤正人 (日大生産工 )

相沢洋二 (京大理 )

神山 保 (京大理 )

藤坂博一 (鹿大理 ),山田知司 (九工大工 )

井上政義,藤坂博一 (鹿大理 )

高橋公也,斎藤信秀 (早大理工 )

･QuantalVersionofGlobalStochasti2:ationduetoOverlapofResonances

-327-



物性研究44-2(1985-5)

プレプ リ ント案内

〔東京大学理学部物理 鈴木 (増 )研究室〕

(1443) A.Aitta,G.AhlersandD.S.Cannell

TicriticalPhenomenainRotatingCouette･TaylorFlow

(1444) D.良.NelsonandS.Sachdev

lncommensuratelcosahedralDensityWavesinRapidlyCooledMetals

(1445) G.Auers,D.S.CannellandV.Steinberg

TimeDependenceofFlowPatternsneartheConvectiveThresholdinaCylindricalCon-

tainer

(1446) M.E.戸i血erandV.PriⅥman

First-OrderTransitionsBreaking0(n)Symmetry.IFinite-SizeScaling

(1447) K.Yamada,J.Yam auchiandS.Kashiwamura

ProfileofNormal FluidVelocityinSupernuidTurbulence

(1448) Y.Yamazaki,M.OchiaiandY.Fukuda

CriticalBehaviororTwo-ComponentSpinSystemwithQuenchedRandomNonmagnetic

lmpuritiesinCubicAnisotropicCrystalline

(1449) Y.Yamazaki,A.Horz,M.OchiaiandY.Fukuda

StaticandDynamicPropertiesofXYSystemswithExtendedDefectsinCubicAnisotropic

Crystallines

(1450) R.L DobrushinandS.B.SMosman

ConstructiveCriterionfb∫theUniquenessGibbsField

(1451) R.L DobrushinandS.B.Shlosman

CompletelyAnalyticalGibbsFields

(1452) A.Onuki

StaticsandDynamicsinlharyMixturesneartheLiquid-VaporCritical Line

(1453) K.NozakiandN.Bekki

Low-DimensionalChaosinaDrivenDampedNonlinearSchr6dingerEquation

(1454) B.Schaub,B.A.FriedmanandY.Oono

Time-DependentCorrelationsofaSelf-AvoidingPolymerChain

(1455) K.Hida

Quantum-ThermalCrossoverintheDissipativeDynamicsortheSine･GordonModel

(1456) ∫.E.Green
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プレプ リン ト案内

8-ExpansionfortheCriticalExponentsofaVectorSpinGhss

〔東京大学理学部物理 和田研究室〕

(567) K.Yamaji

TheoryofthePhaseDiagram or仙e(TMTSF)2X Salts

(568) K.Yamaji

OriginortheField-InducedSDW intheBechgaardSalts

(569) T.Soda,T.Arai

GreenFunctionTheoryofUUDD AntiferromagneticStateofSolid3He,2

(570) T.Soda

EnhancementorReductionorVertexPartsofElectron･Electronlnteractionin′one

DimensionalConductor

(571) T.′Soda

3He-A->BTransitionbyQuantum ManyBodyTunneling

(572) R.Hida

Quantum･ThermalCrossoverintheDissipativeDynamicsoftheSine-CordonModel

(573) A.Onuki

StaticsandDynamicsinBinaryMixturesneartheLiquid-VaporCriticalLine

(574) E.M.Conwell,Ⅰ.A.Howard

Bipolaronsinquinolinium Ditetracyanoquinodimethanide [qn (TCNQ)21and(N･Methyl

Phenazium)x(Phenazine)1-x-

(575) L Mihaly,G.Mmaly,A.Janossy

RemanentDeformation ofCDWs

(576) G.X.Tessema,B.Alavi,L Mihaly

Macroscopicasymmetry induced by electric field in blue bronze KO.3MoO3

(577) K.Okamoto

MetaHnsulatorTransition oraOne一DimensionalSystem of Interacting Electronsin a

2kF-PeriodicPotential

(578) T.Arimitsu,H.Umezawa

A GeneralFormulation orNonequilibrium Thermo Field Dynamics

(579) M.Wadati,H.Tsuru

ElasticModelorLooped DNA

(580) T.Kebukawa

1383-



ニュ-･ス

One-DimensionalMany-FermionSystem 1-ExactSolutioninaFieldTheoreticalFrame-

work-

(581) T･Ⅹebukawa

One-DimensionalAndersonModel1-ExactSolutionsinFieldTheoreticalFramework.i-

(582) T.Kebukawa

One-DimensionalHeisenbergModel1- ExactSpinEigenstates-

ニュース

〔東京大学教養学部〕

1985年 2月 8日 =MostLocalizedLMTO法によるアモルファス金属の電子状態"

藤原毅夫氏 (東大 ･工 )

2月22日 …MathematicalTheoryortheLoopedDNA."

鶴 秀生民 J(東大 ･教養 )

3月 22日 HPainlev6AnalysisofCoupledQuarticAnharmonicOscillators."

M.Lakshmanan氏 (BharathidasanUmiV.)

3月 29日 HAtomicCollisionwithNearlyBareNuclei.M氏.Schuch氏 (HeidelbergUniv.)

3月 29日 HchargeTransferinlon-Atom Collisions"C.D.Liu氏 (KansasStateUniv.,

Manhattan)
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編 集 後 記

今 日,津軽海峡の海底をっきぬける青函 トンネル本抗貫通がニュースになっていた｡世界最

長の トンネルの大工事完成にしては人々の対応は案外冷やかであった｡貫通祝賀を伝えるニュ

ースで見る青森は粉雪が舞っていたが,京都では入試 も終 り梅が満開で桜まであと少 しである｡

学期末と学期始めの頃の本誌の出版が遅れるのは通例であるので編集後記を書いた時期 を明示

するための時候 (時効 )のあいさっ となる｡

今月の編集会議では特別な議論はなく, とりわけ書 くことはありませんでした｡本誌の編集

は (地方編集委員は別にして ),京大の物性関係者が数名,毎月 1回お昼の時間に基研に集ま

って編集会議を行なっているが,編集委員長が全てお膳立や整理をしてくれているので,お弁

当を食べながらの雑談で終ることが多い｡ただ年 2-3回編集後記 を書 く当番が回ってくるが,

書 くことがないと仲々書きづらく,前に新聞かなにかで見たのですが,〆切 りに追われて原稿

が出来ない様子をマンガに画いていたマンガ家を思い出す｡

先月号から始まった ｢小解説｣にいくっか原稿をいただき,今月号にも小口氏のものが出る

はずである｡読者のみなさまからの自由な形式の′ト解説の投稿お待ちしてお ります｡

(T.M.)

物 性 研 究 第 44巻第2号 (昭和60年 5月号) ､1985年 5月20日発行

発行人 蔵 本 由 紀 〒606 京都市左京区北白川追分町

京 都大学湯 川 記 念 館 内

印刷所 昭 和 堂 印 刷 所 〒606 京都市百万辺交叉点上ル東側

TEL(075)721-4541-3

発行所 物性研究刊行会 〒606 京都市左京区北白川追分町

京 都 大学湯 川 記 念 館 内

年額 13,200円
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会員規定

個 人 会 長

1.会 費 :当会 の会 費 は前納 制 を とって い ます ｡ した が って､ 3月末 ま

で に な るべ く 1年 間分会･費 を御 支払 い下 さい｡

な お新規 入会 お申込 み の場 合 は下 記 の会 費 以外 に入会 金 と し

て､100円 お支払 い下 さい｡

1年 間 の会 費

1stvolume (4月号 ～ 9月号 ) 3,000円

2nd volume (10月号 - 3月号) 3,000円

計 6,000円

(1年 分 ま とめ て お支払 い が困難この 向 きは lvolume 分 ず つ で ち

結構 です)

2. 支払 いの際 の注 意 :な るべ く振 替 用紙 を御 利 用 の上 御納 入 下 さい｡

(振 替貯 金 口座 京都 1-5312) (現金 書留 は御遠 慮 下 さい)

な お通イ言欄 に送金 内容 を必 ず 明記 して下 さい ｡

雑 誌 購 読 者 以外 の代理 人 が購 読 料 を送金 され る場 合 ､ 必 ず会 員 杏

人 の名 前 を明記 して下 さい｡

3. 送 本 中止 の場 合 :次 の V｡lume よ り送 本 中止 を希望 され る場 合 ､

か な らず ｢退 会届 ｣ を送付 して下 さい｡

4. 会 費 の支 払遅 滞 の場 合 :当会 の原則 と して は､正 当 な理 由 な く 2

vols.以 上 の会 費 を滞幕内された場 合 には､送 本 を停 止 す る こ とに な

っ て い ます の で御 留 意下 さい｡

5. 一括 送 本 を受 け る場 合 :個 人宛 送 本 中 に大 学等 で一括 配 布 を受 け

る様 に な った場 合 は､ 必 ず ｢個 人 宛 送 本 中止 ､一括 配布 希望 ｣ の過

知 を して下 さい｡逆 の場 合 も同様 で す ｡

6. 送 本 先 変 更 の場 合 :住 所 ､勤 務 先 の変 更 等 に よ り送 本 先 が変 った

場 合 は､必 ずう差本 先変更 届 を提 出 して下 さい｡

学校 ､研 究 所 等 機 関会 長

1. 会 費 :学校 ･研 究 所 等 で の入会 及 び個 人 で あ って も公 費払 いの と

きは機 関会 員 とみ な し､代金 は､ 1冊 1,100円 ､ 1Vol.6,600円 ､

年 間 13,200円 です ｡ この場 合 ､入 会 金 は不 用 です ｡ 学校 ､研 究 所 の

会 費 の支払 い は後 払 いで も結構 です｡ 入会申 込 み を され る時 ､支孤

い に 請 求 ､ 見積 ､糸内品 書 が各 何 通 必要 か をお知 らせ 下 さい ｡

をお､ 当会 の請 求 書類 で は支払 い がで きを い様 で した ら､貴 校 ､

貴 研 究 機 関 の請 求 書類 を送付 して下 さい｡

2. 送 本 中止 の場 合 :発 行途 上 にあ る volumeの途 中送 本 中止 は認 め

られ ませ ん｡退 会 され る場 合 には､ 1ケ月前 ぐらい に中止 時 期 を明

記 して ｢退 会 届 ｣ を送付 して下 さい ｡

雑 誌 未 着 の 場 合 :発 行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡 下 さい ｡

物 性 研 究 刊 行 会

〒606京都 市左 京 区北 白川追 分 町 京 都 大 学湯 川 記念館 内

℡ (075)751-2111内線 7051 (075)722-3540(直通)



昭和42年11月14日 第 四 種 郵 便 物 認 可

昭和60年5月20日発行(毎月1回20日発行)

物 性 研 究 第44巻 第2号

物 性 研 究 44-2 (5月号)目 次

○物性研究中解説

ResonatingValenceBondとスピン波 -- ･･-- -=-′J､口 武彦-- 323

○研究会報告

カオスとその周辺

○プレプリント案内

○編集後記 385
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